
問
に
答
ふ

意注

水

彩
畫

に

關

係

あ

る

も

の

に

限

る
◎

印

は

答

一
般

に
對

し

利

益

な

き

も

の
は

載

せ

ず

■

外
國

出
版
水
彩
畫

手
本

の
花

な
ど
に
は

色
彩

が

華
美

に
過

る

や
う

に
思
ひ
ま
す
が
肉
筆

も
あ

の
通

り
で
す

か

そ
れ

と
も
石
版

の
故
で

せ
う
か

(
阿
波

エ
ス
、

ア
イ
)
◎

肉
筆
で

も
華

美
な

の
は

あ
る
が

多

く
は
印

刷

の
た

め
な

り
■
１

ア

ル
フ

レ
ツ
ド
、

イ

ー
ス
ト
氏

と
パ

ル
ソ

ン
ス
氏

と
は
別

人
な
り

や

２エ
メ
ラ

ル
ド

グ
リ
ー
ン

を
使

用
す

る
時

は

ガ
ド

ミユ
ー

ム
を
用

ふ
る
不
可
な

る
理
由
３

カ
ド

ミ

ユ

ー
ム
と
は

カ
ド

ミ
ユ
ー

ム

エ
ロ
ー
及

ナ

レ
ン
ヂ
の

惣
稱

な
り

や
４
地

平
線

を
低
く

す

る
時

は
何
故

が

書

が
大
き
な
感

じ
す

る

や
又
如

何
な
る
時

に
低
く

す

る
も
の
な
り

や
(
陸
前

K
Y

生
)
◎
１

別
人
人な
り

何
れ
も

曾

て
吾
國

に
來
遊

せ
し
を

あ
り
２
變

色

の

恐
あ
る

故
な

ら
ん
責
驗

せ
ず
３

前

の
場
合
は
惣
稱

な
れ

ど
カ
ド

ミ

ユ
ー

ム
に
は

デ

ユ
ー
プ
、
ペ
ー
ル
、

オ

レ
ン
ヂ
、
ミ
ツ
ド

ル
、
レ
モ
ン

、
エ
キ
サ
イ

ト
、
ぺ

ー
ル
等

の
種
類

あ
り
４

横

幅

の
廣
き

部

分
を
包

括

す

る
故

に
、
又
雲

や
高

き
樹
木
、
建

物
等
を
寓

す

場
合

に
■
１

水

彩
畫

階
梯

に
意
を
密

に
し
て
筆

を

粗

に
せ
よ
と
の
文

意
如
何
２

調

和
と
結
合

と

の
相

違
３

『
み
づ

ゑ
』
紙
上

の
石
版
寫

眞
版

は
蓼
考
畫

と

し
て
可
な

る

や
４
水
彩
畫

と
油
繪

の
特

長
を
比
較

さ
れ
た
し
５

ガ
ン

ボ
ー
チ
は
變

色

す

る

や
代

用
品

あ
り
や

(
曙

町
默

蛙

生
)
◎
１
觀

察
を
充

分
に
し
て

描
寫

の
時

に
筆
數

を
多

く
す
る
を
避
け

よ
と
の
こ

と
２

よ
き
調
和
と
か
惡

し
き
結
合
と
か

い
ふ
場
合

は
同
意
味
な
れ
ど
調
和
は
混
合
を
意
味
し
結
合
に
、

井
列
を
意
味
す
る
時
あ
り
３
勿
論
諸
君
の
參
考
の

た
め
に
掲
出
せ
し
も
の
な
り
４
水
彩
畫
は
瀟

洒
な

る
も
の
を
寫

す
に
適
し
油
繪
は
濃
艶
な
る
べ
し

一

々
擧
け
難
し
日
本
と
水
彩
を
再
讀

さ
れ
よ
５
其
儘

用
ふ
る
れ
ば
必
ず
變

色
す

(
變
色
と
い
ふ
よ
り
も
、

消
失
す
る
な
り
)
總
て
の
黄
は
殆
ど
消
失
す
る
性

質
あ
り
比
較
的
永
久
な
る
は
カ
ド
ミ
ユ
ー

ム
黄
な

ら
ん
■
圖
案
、
模
樣
、
意
匠
等

の
事
を
説

い
た
書

物
な
き
や
英
文
に
て
も
可
(
谷
澤
)◎
編
者
の
手
許

に
は
適
當
な
る
も
の
は
な

い
が
丸
善
又

は
博
文
館

の
書
籍
目
録
を
取
よ
せ
て
見
給

へ
■
１
畫
嚢

の
紐

は
何
故

一
方
は
上

一
方
は
下
に
附
着
す
る
に
や
寫

生
箱
も
同
様
に
な
す
も
の
に
や
２
大
判
ヶ
y
ト
は

何
れ
が
表
面
な
り

や
３
先
方
に
深

い
緑

の
木
あ
り

前

に
明

い
緑
の
木
あ
る
場
合
の
着
色
手
段
４
遠
景

に
ホ
ワ
イ
ト
の
多
量
を
含
む
だ
場
合
に
前

の
景
の

樹
木
は

一
々
其
葉
を
残
す
べ
き

や
又
は
塗
込
ん
で

も
よ
き
や
５
パ
レ
ツ
ト
は
畫

具

を
混
ぜ
た
ら

一
々

拭

ひ
去
る
も
の
に
や
(横
濱
凸
坊
)
◎
１
負

ふ
時
背

に
よ
く
着
く
た
め
、
寫
生
箱
は
側
面
中
央
よ
り
稍

上
部

に
紐
を
附
す
２
普
通
滑
な
る
方
が
表
面
な
れ

ど
水
彩
畫

を
描
く
に
は
粗
な
る
方
を
稍
強
く
海
綿

で
磨

つ
て
水
貼
し
て
用
ゐ
る
３
意
味
不
明
了
な
る

が
明
る
い
緑
を
先
に
着
色
し
て
後

に
先
方
の
緑

を

か
く
も
よ
く
其
反
封
の
や
り
方

に
て
も
よ
し
１

一

々
殘
す
か
又
は
遠
景
を
描
き
了
り
て
後
海
綿
筆
又

は
吸
取
紙
で
取
っ
て
後

に
描
き
て
も
よ
し
５

一
々

拭
去
る
に
ぼ
及
ば
ね
ど
あ
ま
り
醜
き
と
き
は
目
的

の
色
を
得
難
し
■
遠
近
法
獨
習

の
適
當
な
る
書
物

を
知
り
た
し
(
方
園
生
)◎
平
瀬
氏
著
、
用
器
畫
法

第

三
、
解
説
共
三
十
八
錢
、
日
本
橋
通
三
丁
目
成

美
堂
發
行
。
井
汲
氏
著
、
用
器
畫
法
第
三
、
解
説

共
三
十
八
錢
、
日
本
橋
本
町
金
港
堂
發

行
。
寺
野

氏
著
、
用
器
畫
教
科
書
續

編
、附
圖
共
五
十
七
錢
、

同

上
發
行
。
ま
だ
澤
山
あ
ら
ん
も
只
今
知
れ
て
ゐ

る
は
是
丈
け
■
水
彩
畫
階
梯
、
仝
栞

、仝
手
引
の

他
に
初
學
に
適
當
の
書
あ
り

や
(
下
谷
浦
南
)◎
以

上
の
書
に
て
盡
た
り
と
思
ふ
類
書
多
け

れ
ど
大
同

小
異
な
り
又

一
の
信
ず

る
書
の
他
は
亂
讀

せ
ざ
る

方

よ
し
■
１

グ
リ
セ
リ
ン

の
代
價
と
賣
店
を
問
ふ

２
水
彩
畫
を
寫

生
に
よ
ら
ず
理
想
で
畫
く
人
あ
り

有
害
無
釜
に
や
(
美
感
生
)◎
１
普
通
賣
藥
店
に
あ

り
高
價

の
も
の
に
非
ず
2
夫

に
て
滿
足
し
て
ゐ
る

人
は
よ
し
但
大
成
は
望
む
べ
か
ら
ず

■
自
筆
繪

葉
書
の
交
換
希
望
者

栃
木
縣
立
眞
岡
中
學
校
内
　
　
　
　
若
山
　
　
隆

函
館
辮
天
通
五
十
八
番
、　
　
　
　

小
島
虎
太
郎

日
向
國
宮
崎
町
上
別
府

二
十

六
、　

近
藤
　
靜
遊

福
井
市
佐
佳
技

上
町
五
三
、
　
　
　

石
川

　
掬
月

下
總
八
日
市
場

寮
の
下
、　
　
　
　

水
科
　
登
代

名
古
屋
南
鍛
治
屋
町
五
ノ
ニ
〇

一
小
池
方
、
犬
飼

栃
木
縣
眞
岡
局
配
下
、　
　
　
　
　

藤
井
　
冬
峰

播
摩
明
石
郡
垂
水
村
多
聞
村
、　
　

朽
木
　
春

翠


